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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

第
３
回　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
２
０
１
４
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』『
歯
科
保
険
診
療

の
研
究
（
２
０
１
４
年
４
月
版
）」』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
ま

す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

日
時　

７
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
共
催

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

関
野
愉
氏
（
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

７
月
度
生
涯
研
修

最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
歯
周
治
療
の
流
れ

日
時　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
港
区
）、
副
島
之
彦
氏
（
門
真
市
）

資
料
代　

 

会
員
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円
（『
新
規
開
業
医

の
手
引
き
』
２
０
１
０
年
版
ほ
か
）

定
員　

50
人

内
容　

 

開
業
時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
、
勤
務
医
時
代
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
開
業
の
基
礎
を
お
話
し
ま
す
。
ま

た
、
新
規
開
業
の
届
出
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す

こ
れ
か
ら
開
業
を
考
え
る「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

 

高
槻
市
中
消
防
署
（
Ｊ
Ｒ
「
高
槻
」
駅
徒
歩
10
分
、

高
槻
市
桃
園
町
４
―
30
）

講
師　

高
槻
市
中
消
防
署
員　
　

定
員　

30
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
無
料

三
島
地
区

普
通
救
命
講
習
〜
心
肺
蘇
生
法
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

ま
で

　

大
阪
府
で
最
古
の
洋
風
建

築
は
？　

と
聞
か
れ
た
ら
す

ぐ
に
答
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
？

　

小
澤
氏
は
、
今
次
の
診
療

報
酬
改
定
が
全
体
の
改
定
率

を
０
・
１
％
に
抑
え
込
み
、

消
費
税
増
税
補
て
ん
分
を
除

け
ば
、
実
質
１
・
26
％
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
、「『
社
会
保
障
・

税
の
一
体
改
革
』
路
線
に
基

づ
く
も
の
で
、
医
療
へ
の
国

の
支
出
を
抑
え
る
こ
と
が
最

大
の
ね
ら
い
」
と
強
調
し

た
。

　

歯
科
医
療
の
改
善
に
向

け
、
大
阪
で
５
万
筆
、
全
国

で
32
万
筆
を
集
め
た
「
保
険

　

政
策
部
の
「
２
０
１
３
年

技
工
士
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
、「
後
継
者
は
い
な
い
」

が
80
・
９
％
に
上
る
な
ど
、

技
工
所
の
深
刻
な
現
状
を
浮

き
彫
り
に
し
た
と
述
べ
、

「
歯
科
医
療
全
体
の
改
善
を

学
校
で
は
52
％
、
中
学
校
で

は
69
・
８
％
が
未
受
診
と
い

う
結
果
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
毎
日

新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

　

２
０
１
４
年
度
の
活
動
の

重
点
に
つ
い
て
、「
私
た
ち

は
医
療
・
介
護
総
合
法
案
に

強
く
抗
議
し
て
反
対
し
て
い

く
」
と
呼
び
か
け
た
小
澤
氏

は
、
５
月
15
日
に
衆
議
院
本

会
議
で
強
行
採
決
さ
れ
た
医

療
・
介
護
総
合
法
案
が
医
療

・
介
護
の
供
給
面
か
ら
の
抑

制
と
患
者
負
担
、
利
用
者
負

担
増
を
押
し
つ
け
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
同
法
案
に
含

ま
れ
る
歯
科
衛
生
士
法
の
改

正
は
、
病
床
削
減
と
入
院
日

数
の
短
縮
を
担
わ
せ
る
狙
い

が
あ
る
と
指
摘
し
、「
歯
科

医
師
か
ら
歯
科
衛
生
士
を
奪

っ
て
で
も
、
医
療
費
を
抑
制

す
る
強
い
意
思
が
感
じ
取
ら

れ
る
」
と
述
べ
た
。

　

社
会
保
障
改
悪
と
同
時
並

行
で
進
む
「
選
択
療
養
」
な

ど
医
療
の
市
場
化
の
動
き
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
小
澤
氏

は
、「
今
年
１
年
は
社
会
保

障
、
公
的
歯
科
医
療
の
荒
廃

が
問
わ
れ
る
年
に
な
る
」
と

強
調
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
進
め
る
消
費

税
増
税
、
社
会
保
障
改
悪
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、

雇
用
の
規
制
緩
和
に
つ
い

て
、「
国
民
と
歯
科
医
療
に

向
け
ら
れ
た
４
本
の
毒
矢
」

と
指
摘
。「
歯
科
医
療
は
生

活
の
質
を
支
え
る
医
療
で
あ

り
、
餓
死
や
孤
独
死
の
あ
る

こ
の
国
で
は
、
歯
科
医
療
危

機
の
打
開
は
至
難
の
技
」
と

述
べ
、
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
の
前
進
を
呼
び
か
け
た
。

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

に
つ
い
て
、
基
本
診
療
料
に

上
乗
せ
さ
れ
た
と
し
て
い
る

が
、
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
る
と

批
判
。
２
０
１
５
年
10
月
の

消
費
税
率
10
％
へ
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、「
協
会
は
消
費

税
増
税
路
線
に
は
断
固
反
対

す
る
」
と
述
べ
た
小
澤
氏

は
、「
診
療
報
酬
へ
の
補
て

ん
方
式
は
、
患
者
・
保
険
者

へ
転
嫁
し
、
窓
口
負
担
と
保

険
料
に
反
映
さ
れ
、
受
診
抑

制
を
引
き
起
こ
す
」
と
強
調

し
、
医
療
や
生
活
必
需
品
へ

の
ゼ
ロ
税
率
の
適
用
を
求
め

る
運
動
を
呼
び
か
け
た
。

　

平
和
と
民
主
主
義
の
問
題

で
は
、
昨
年
末
の
特
定
秘
密

保
護
法
案
を
め
ぐ
っ
て
、
わ

ず
か
１
週
間
で
５
０
０
人
以

上
の
会
員
が
反
対
ア
ピ
ー
ル

に
賛
同
。
小
澤
氏
は
、
特
定

秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛

権
容
認
な
ど
安
倍
内
閣
が
進

め
る
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
批
判
し
、
平
和
と
民

主
主
義
を
守
る
運
動
の
さ
ら

な
る
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

　

会
員
数
が
３
９
５
２
人
と

な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し

た
こ
と
を
の
べ
、
４
０
０
０

人
を
目
指
す
と
し
た
。

通
じ
た
歯
科
技
工
士
の
処
遇

改
善
を
目
指
す
」
と
訴
え

た
。

　

「
学
校
歯
科
治
療
調
査
２

０
１
３
」
で
は
、
検
診
で

「
歯
科
受
診
が
必
要
」
と
さ

れ
た
児
童
・
生
徒
の
内
、
小

ど
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ

と
を
紹
介
。
２
０
１
４
年
度

も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
む

と
し
た
。

で
良
い
歯
科
医
療
」
の
署
名

の
取
り
組
み
や
毎
月
の
国
会

要
請
な
ど
で
、
協
会
が
低
診

療
報
酬
の
打
開
と
窓
口
負
担

の
軽
減
を
求
め
、
活
動
し
て

き
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

中
之
島
公
会
堂
、
日
銀

…
。
答
え
は
「
泉
布
観
（
せ

ん
ぷ
か
ん
）」
で
あ
る
。
泉

布
観
は
明
治
４
（
１
８
７

１
）
年
に
創
業
し
た
造
幣
寮

（
現
在
の
造
幣
局
）
の
応
接

所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

泉
布
観
は
桜
の
通

り
抜
け
で
有
名
な
造

幣
局
前
の
国
道
の
北

側
、
桜
ノ
宮
の
大
川

　

設
計
者
は
ト
ー
マ
ス
・
ウ

ォ
ー
ト
ル
ス
（
１
８
４
２
―

１
８
９
２
年
）
で
、
明
治
初

期
の
日
本
の
洋
風
建
築
に
大

き
な
業
績
を
残
し
た
英
国
人

技
師
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

建
物
は
国
産
の
煉
瓦
造
り

の
２
階
建
て
で
屋
根
は
寄
棟

採
用
さ
れ
て
い
る
。
建
物
を

取
り
囲
む
よ
う
に
立
ち
並
ぶ

花
崗
岩
の
柱
も
見
ど
こ
ろ
。

こ
ち
ら
は
、
古
代
ロ
ー
マ
建

築
の
列
柱
様
式
の
一
つ
「
ト

ス
カ
ナ
式
」と
い
う
そ
う
だ
。

　

内
部
も
見
ど
こ
ろ
が
満
載

で
あ
る
。
１
階
の
天
井
は
４

あ
る
。「
お
手
を
触
れ
な
い

で
下
さ
い
」
と
の
立
て
札
が

建
物
の
歴
史
を
再
認
識
さ
せ

て
く
れ
る
。

　

１
階
北
東
室
壁
面
に
は
重

厚
な
暖
炉
が
あ
り
、
そ
の
足

元
に
は
一
対
の
グ
リ
フ
ォ
ン

（
獅
子
の
体
に
鷲
の
羽
を
持

っ
た
想
像
上
の
動
物
）
が
彩

り
を
添
え
る
。
暖
炉
の
上
の

大
き
な
鏡
は
高
い
天
井
を
よ

り
一
層
高
く
感
じ
さ
せ
る
。

　

重
厚
な
階
段
を
上
が
り
２

階
へ
出
る
と
前
庭
越
し
に
大

川
を
一
望
で
き
る
。
新
緑
の

季
節
は
爽
や
か
な
風
が
吹
き

抜
け
心
地
よ
い
。
２
階
北
東

室
は
「
玉
座
の
間
」
と
呼
ば

れ
行
幸
の
際
に
天
皇
の
御
座

所
が
設
け
ら
れ
た
が
、
現
在

は
何
も
備
え
ら
れ
て
い
な

い
。
玉
座
が
あ
れ
ば
よ
か
っ

た
の
に
と
思
っ
た
。

　

泉
布
観
の
北
隣
に
は
明
治

４
年
に
完
成
し
た
造
幣
寮
鋳

造
所
正
面
玄
関
を
保
存
し
て

明
治
天
皇
記
念
館
と
し
た
と

の
こ
と
で
、
泉
布
館
と
共
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
現
在
は
パ
ー
テ
ィ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
「
旧
桜
宮
公
会

堂
」
と
し
て
一
般
に
公
開
さ

れ
て
お
り
、
小
生
が
見
学
し

た
際
に
は
、
当
所
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
と
お
ぼ
し
き
新
婚

さ
ん
が
記
念
写
真
を
撮
っ
て

い
た
。
建
物
に
あ
や
か
り
末

永
く
良
き
夫
婦
と
成
る
こ
と

だ
ろ
う
。

 

（
新
聞
部
・
辻
本
勝
）

沿
い
に
位
置
す
る
。

　

完
成
の
翌
年
に
明
治
天
皇

が
行
幸
し
、
貨
幣
の
館
を
意

味
す
る
「
泉
布
観
」
と
天
皇

自
ら
命
名
し
た
。

造
り
桟
瓦
葺
（
さ
ん
か
わ
ら

ふ
き
）、
白
い
漆
喰
塗
り
の

壁
が
美
し
い
。
周
囲
に
ベ
ラ

ン
ダ
を
巡
ら
せ
た
「
ヴ
ェ
ラ

ン
ダ
コ
ロ
ニ
ア
ル
」
様
式
が

・
５
㍍
と
高
く
、
豪
華
な
シ

ャ
ン
デ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
部
屋
の
カ
ー
テ
ン

は
、
日
本
最
古
と
い
わ
れ
る

だ
け
あ
っ
て
、
ボ
ロ
ボ
ロ
で

医
療
介
護
総
合
法
案
の
反
対

を
訴
え
る
小
澤
理
事
長
＝
５

月
17
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

反
響
呼
ん
だ
協
会
の
技
工
士
、

学
校
歯
科
治
療
調
査

消
費
税
増
税
、
戦
争
す
る

国
づ
く
り
許
さ
な
い
運
動
を

医
療
・
介
護
総
合
法
案

反
対
強
め
よ
う

第50回評議員会

小
澤
理
事
長
の
会
務
報
告

小
澤
理
事
長
の
会
務
報
告
（
要
旨
）

日
時　

７
月
12
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

樋
口
鎮
央
氏
（
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社　

常
務
取

締
役
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
地
区
講
習
会

歯
科
技
工
士
に
聞
く　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
成
功
の

ポ
イ
ン
ト

262

府
内
最
古
の
洋
風
建
築

泉泉  

布布  

観観

　

５
月
17
日
の
第
50
回
評
議
員
会
で
小
澤
力
理
事
長
は
、
２
０
１
３
年
度
の
活
動

報
告
と
２
０
１
４
年
度
の
活
動
の
重
点
に
つ
い
て
、
情
勢
と
運
動
の
特
徴
、
運
動

の
推
進
方
向
に
つ
い
て
報
告
し
た
。


